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明けましておめでとうございます。
皆様には、健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
昨年の衆議院選挙では、看護連盟が支援するあべ俊子氏（岡山3区）と木村弥生氏（京
都3区）が厳しい選挙を戦い、看護協会の力強い応援も受け当選しました。看護職の国会
議員の議席が守られて、引き続き看護に関する発言ができます。　　　
政治的アプローチをするために、看護現場の声を届けていかなければなりません。看護の問
題は、看護職が解決しなければ誰も解決してくれません。
皆様と共に、看護の未来を変えていきましょう。
本年もよろしくお願いします。

神奈川県看護連盟会長　奥 本  信 子

新春のお慶び申し上げます。
会員のみなさまは、それぞれの抱負を胸に、新たな年を迎えられたことと思います。
看護連盟は、今年も、看護現場が抱える課題を看護政策として確実に実現し、会員のみな
さまが「看護連盟があってよかった」と存在を実感できる組織作り、活動を、みなさまととも
に目指していきたいと思います。
　今年も、よろしくお願いします。

日本看護連盟会長　草 間  朋 子

皆さま、新年あけましておめでとうございます。今年も看護連盟にとって、飛躍の年になりま
すよう、祈念しております。
昨年9月に新任のご挨拶をさせて頂き、約半年を経過しましたが、平成29年度の事業も順
調に進められています。次年度も、皆さまのご協力を頂きながら、看護界の発展に向けて取
り組みたいと考えています。

公益社団法人神奈川県看護協会会長　花 井  惠 子

新年、あけましておめでとうございます。
当協会では、昨年、協会案内をリニューアルし「看護の自律と連携を図り　生命の尊厳を
維持し　その人がその人らしく生きていくための支援を目指します」の理念を掲げ、活動を
進めてまいりました。今年も、会員１人ひとりの力を組織の力として、看護の問題や課題に
取り組んでまいりたいと思います。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

公益社団法人川崎市看護協会会長　広 瀬  壽 美 子

新年のごあいさつ
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新年のごあいさつ

謹んで新春のお慶びを申し上げます。
神奈川県看護連盟の皆様には日頃より温かいご支援を賜り、心より感謝申し上げます。
昨年は全国の看護連盟の皆様の多大なるお力添えのおかげさまで、5期目の国政へ送り出していただくことが
できました。本当にありがとうございました。また改選後は、財務金融委員会（理事）、予算委員会、地方
創生に関する特別委員会の委員を拝命するとともに、自民党副幹事長としてもその任に就かせていただいて
おります。
これからますます本格的となる超高齢社会を支えるためには、看護職の皆様の大きな力が必要です。その看
護職の皆さんお一人お一人が働きやすく、やりがいをもって看護ができるお役に立てるよう、引き続き現場の
声をお聞かせいただきながら全力で取り組んでまいります。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

衆議院議員　あべ 俊子

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
昨秋の衆議院議員選挙では、温かいご支援を賜り、ありがとうございました。看護連盟の皆さまのお力添
えあって、再び国会にて、代議士として活動させていただくこととなりました。皆様への感謝の念は尽きません。
これからも「誰もがより健康で活躍できる社会」を目指し、看護の代表の一人として、看護と政治をつなぐ
役割を果たすため、現場の最前線でいただいたご意見やご要望を政策に反映してまいります。
そして、政治家として、光の当たらぬところにあたたかな光を当てていく政治を忘れずに、女性の視点、母
親の視点、看護の視点を生かし、皆様のご期待に添えるよう全力を尽くしてまいります。
本年もご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。

衆議院議員　木村 やよい

神奈川県看護連盟の皆様におかれましては、ますますご清祥のことと存じます。
年頭にあたり、謹んで初春のお慶びを申し上げます。
さて昨秋の衆議院総選挙では、一致結束の大勝利を収め、新たな希望の拡がり
を共有することができました。看護職はいのちの現場の守り手として、次代に相応
しい社会保障制度体系づくりを牽引する大切な存在。その一人ひとりの真心に感
謝し、看護職の誇りと気概を胸に、これからも果敢に挑戦を続けたいものです。
私こと、参議院では文教科学委員長に指名され、教育、文化、スポーツ、学術及
び科学技術に関する調査にあたることとなり、また党政務調査会においても新たに
文部科学部会副部会長を拝命しました。厚生労働部会についても引き続き、副部
会長の任にあたります。働き方改革を始め幅広い厚生労働分野の諸課題と真摯に
向き合い、これからも、その解決のため堅実に職責を果たして参ります。
皆々様の温かいお支えに改めて心から感謝を申し上げ、また皆様にとりまして健や
かな笑顔あふれるよき年となりますことを、重ねてご祈念申し上げます。

参議院議員　たかがい 恵美子

神奈川県看護連盟のみなさま、あけましておめでとうございます。平成30年が、すばらしき一年になりますよ
う心からお祈り申し上げます。
昨年は、日本看護連盟の総会において、組織内候補予定者としてご承認いただきました。看護を取り巻く
課題改善のため、看護職の代表として精一杯力を尽くしてまいります。また、9月には、参議院において厚
生労働委員会筆頭理事を拝命いたしました。厚生労働委員会は、運営が最も難しい委員会の一つとも言わ
れておりますが、そのような中、他の会派と調整を行う緊張感の高い役割も努めさせていただくことになりま
した。鋭意力を尽くしてまいる所存ですので、引き続きよろしくお願い申し上げます。

参議院議員　石田  まさひろ

Kanagawa Nurs ing league Letter  看護連盟通信 3



支部長挨拶

川崎支部
二見　和子

私たちは若者の育成を目指
して、楽しみながら地道に
連盟活動しています。

横浜第１支部
光谷　和子

支部活動の強化、支部幹事
長及び施設連絡員の増員。
時期参議員候補者の知名度
を上げる。

横浜市西部支部
片桐　恵美子

新春を迎え、本年も支部研修会を数回予定しています。

研修会で看護の現場の声を代表議員に届けていきたいと

思います。新たな気持ちで活動に取り組んでいきます。

横浜第２支部
畠山　友子

支部長として 3年目。今年
は会員増を目指して頑張り
ます。

横須賀支部
藤原　由美

支部連盟会員の増加。

相模原支部
迫川　ちよの

施設訪問を充実させ、看護連盟の活
動の理解を深め会員の獲得を図る。
連盟会員に政治に関心を持たせる。

県西支部
與那原　明子
支部活動強化。
会員数の増加。

湘南支部
松本　敦子

会員獲得に向けた連盟 PR
活動の充実。
支部役員個々の活動の充実。

県央支部
原田　貞代

組織力の強化、県央支部役
員・青年部担当の確保。
県央支部の拡大。

川崎助産師会支部
勝俣　喜代子

会員増を図るため充実した
研修を行う。
施設訪問の拡大。

富士見町支部
本橋　みどり

会員獲得、連盟活動の紹介。
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国会

浜離宮

◦政治や議員の活動に興味が持てるようになり、政治に
関心が高まった

◦初めてだったが国会を身近に感じ興味深く見学できた

◦看護職議員の活動について知ることが出来た

◦看護連盟の活動を知ることが出来、役割がわかった

◦国会見学に満足した・良い経験をした

◦法律が決定されることの重みを感じた

◦国会のテレビ中継の見方が変わりそうである

◦政治家に頑張って欲しいと感じた

◦髙階議員の話から女性の年間報酬の事を知り、若いナー
スの為に頑張りたい

◦石田昌宏事務所を見学でき応援するので頑張ってほしい
　

リフレッシュできた

国会見学
平成29年10月20日（金）日にち

行　程 国会議事堂見学・石田事務所見学
国会図書館見学・浜離宮恩賜庭園散策

参加者 77名
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　看護職代表の国会議員と直接会い、国政に関する取り組みを知る「議員会館訪問」を昨年度からスタートさせましたが、
今年度は、第2回目を8月22日（火）に15名の参加の下に行いました。

◦同僚や先輩方、多くの看護師が悩んでいたのは、今後のビジョンに希望が見えないこと。
キャリアアップして認定看護師・専門看護師の取得や大学院へ進学したとしても臨床で有効
に活用できる機会が少なく、その割には費用が高く、休職等を視野に入れると動きにくい、
などです。

◦キャリアは自ら開拓していくものだとしてしまえば課題は見えにくくなりますが、看護職という負担の大きい
現場で一番に声になっている理由を考える必要があると思います。

◦高階議員は、現場のニーズと将来性を見据えて看護に求められるもの、そして看護が求めていくものを明確に
持っているように感じました。

◦これまで、政治というと自分には関係のない世界と考えましたが、現場を見て行動を起こしている議員の活動
は、臨床現場の看護師も理解する努力をしていく必要があると思います。

◦今後の看護の発展に向けて、臨床と政治がより密接につながることで、現場の課題を解決できる糸口になるよ
うに少しでも貢献していきたいと思います。

◦この度は、貴重な機会をいただき誠にありがとうございました。これまで触れることの少なかった国政に関す
る取り組みを知ることができ、看護師としての発展を政治的な視点から考えるきっかけとなりました。

ほかにもたくさんの感想や意見が寄せられましたが、紙面の関係で省略させていただきました。
次年度も議員会館を訪問する予定ですので、ぜひご参加ください。

第2回  議員会館訪問
【訪問・見学先】高階恵美子参議院議員、総理官邸、国会議事堂

参加者の
感想

北里大学病院の
看護師
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私の休日

柳橋の船乗り場。

柳橋と言えば粋な芸者さん。

橋の欄干もかんざし。

銀座三越　船乗り場

その昔、橋の上から
「玉屋」「鍵屋」のかけ声と共に

花火を見たそうです。

　数年前より時代小説にはまり職場の行き帰りは各駅電車に乗って本を読

んでいます。特に仕事の休み前は朝三時くらいまで読むこともあります。

なかでも江戸時代小説が好きでこれまでに140冊以上は読みました。

　そんな中、友人より「船で巡る古地図江戸探り」のクルージングのお誘

いを受け、二つ返事で休みを取り、江戸歴史シリーズ「神田川を探る」に

参加しました。

　三越前駅で集合、江戸の歴史を頭に描き時代小説に出てくる「橋」や「川」

を探訪しました。鎌倉河岸捕物控に出てくる日本橋、鎌倉橋、俎
まないたばし

板橋、昌

平橋、浅草橋、柳橋は有名です。ガイドさんの話で、「鎌倉橋左岸下流側には、

江戸城建設の際に鎌倉から運んだ木材や石材を荷揚げした河岸があり、鎌倉河岸と呼ばれていたそうです。護

岸の石組には各藩の刻印が石に刻まれており、そこからその藩の財政の状態が分かるようになっていたそうで

す。神田川は江戸城外堀としての機能を果たしたほか、江戸市中へと水を運ぶ神田上水としても利用されてい

た重要な水路でもありました。」とのこと。

　江戸時代の人々が生活した色々な出来事を詰め猪
ちょきぶね

牙船に

乗って川を上ったり、下ったり、渡ったりした橋等を想像（妄

想）しながら休日を満喫しました。下船場に近づくと、急に

現実に戻りました。花柳界として栄えた柳橋（柳橋芸者で知

られる花街）で下船し安政元年創業の「柳橋亀清楼」（伊藤博

文氏も通っていた料亭）で昼食。江戸の味と季節の味を活か

した佃煮が人気の「柳橋小松屋」で佃煮のお土産を買いまくり、

浅草橋をのんびりと散策、お天気にも恵まれ古地図片手に廻っ

た江戸探訪、学びにもなったし、癒しにもなった、心が軽く

なった休日でした。

横浜メディカルグループ　鈴木恵美子

船で巡る古地図探りの旅
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神奈川県看護連盟
http://www.kanagawakangorenmei.jp/　e-mail:jimukyoku0@kanagawakangorenmei.jp

看護連盟通信
発行／平成30年1月　　発行責任者／奥本信子　　印刷／ヨシダプリント

〒231ｰ0037  横浜市中区富士見町2番6  コルニッシュ横浜2F
TEL 045（263）2801   FAX 045（263）2802

今年も、少しでも皆様に新しい情報がお届けできるように
広報委員一同頑張ります。

広報委員
小柳　正子　　山内美智子　
畠山　友子　　中村　茂雄

編 集

後
記
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平成30年度  看護連盟会員募集
年会費	 9,000円

（7,000円）正 会 員
看護協会会員である人
日本看護連盟／ 5,000円
神奈川県看護連盟／ 4,000円（70歳以上の人は2,000円）

一人でも多くの方の
入会により、現場の声を
国政に反映させましょう

年会費	 9,000円
（7,000円）特 別 会 員

正会員の経歴を有し、未就業で現在看護協会会員でない人
日本看護連盟／ 5,000円
神奈川県看護連盟／ 4,000円（70歳以上の人は2,000円）

 1 　口	 1,000円
※何口でも可

賛 助 会 員 看護連盟の主旨に賛同する人（看護職でなくても入会可）

年会費　無　　  料学 生 会 員 看護学生で看護連盟の主旨に賛同する人

TEL（045）263-2801　FAX（045）263-2802
e-mail:jimukyoku0@kanagawakangorenmei.jp事務局お問い合わせ

入　会　案　内

　3年前駅の階段で転びそうになり膝を痛めてしまい
ました。
　注射や痛み止め、湿布、膝に良いと聞けばなんで
もやってみました。
　10月に大船観音寺でピンクリボン神奈川が開催さ
れました。私も乳がん体験者であり応援に伺いまし
た。大船に良い靴屋さんがあると聞いていたので、
観音様にお参りしてから靴屋さんに行きました。
　靴屋の店主…「小さな足ですね」と言いながら、
足のチェックをしてくれました。
◦足の指が靴の中でグーパーできる事。

◦踵がしっかりし、足
を支える事ができる事。
◦ある程度重さも重要だ。
と力説してくれました。
　自分に合う靴を履くことは自分
の健康を守ることであり、しいては元
気で働くことに繋がることを大いに感じた日でした。
早々に靴を買い、３ケ月履いてみました。足が喜ん
でいることが実感できる毎日です。
� 看護連盟　M.O

健康は足から


